
                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2002年 5月 9日 

 

                       

れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
総
会
で
も
っ
と

も
大
き
な
議
題
は
、
横
手
イ

ン
ラ
ン
ド
・
デ
ポ
設
置
促
進

協
議
会
の
機
能
の
受
け
入

れ
と
、
新
専
門
部
会
の
立
ち

上
げ
で
し
た
。 

 
昨
今
、
会
員
の
減
少
の
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

大
き
な
枠
で
の
活
動
を
視

野
に
入
れ
、
協
議
会
を
発
展

的
に
解
散
し
た
も
の
で
す
。 

           

  

引
き
続
き
１４
年
度
事
業
と

し
て
各
種
研
修
会
、
セ
ミ
ナ

ー
、
講
習
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

視
察
な
ど
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。 

 

１４
年
度
か
ら
の
新
た
な 

活
動
が
増
え
、
会
員
の
方
々 

                

 
 

     

職
業
に
対
す
る
意
識
、
変

化
や
、
少
子
高
齢
化
へ
の
流 

れ
な
ど
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
て
女
性
従
業
員
の
能
力

発
揮
に
配
慮
し
た
雇
用
管

理
や
活
用
は
益
々
重
要
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
財
）
２１
世
紀
職
業
財
団

と
の
共
催
す
る
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
女
性
の
能
力
を
発

                       

今
年
度
も
Ｉ
Ｔ
講
習
、
も
の 

く
り
研
修
な
ど
い
ろ
い
ろ

事
業
を
用
意
し
て
お
役
に

て
る
県
南
工
業
振
興
会
と

て
い
き
ま
す
の
で
、
た
く
さ

の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

て
お
り
ま
す
！
。 
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振
興
会
総
会
に
は
、
５４

企
業
・
団
体
６５
名
（
他
に

委
任
状
１１２
社
）
が
参
加
さ

     

秋
田
県
南
工
業
振
興
会
で
は
４
月
２６
日
、
横
手
市
の
セ

ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
総
会
を
開
催
し
、
こ
の
一
年
の
事
業
、

予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
協
議
会
の
受
け
入

れ
と
、
新
専
門
部
会
の
設
置

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

の
意
見
等
で
県
南
工
業
振

興
会
を
よ
り
一
層
、
発
展
さ

せ
た
い
も
の
で
す
。 

（
イ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ポ
と
は
・
・

内
陸
税
関
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
で
、
当
地
域
の
よ
う
な
内

陸
部
か
ら
の
輸
出
活
動
を
有
利

に
進
め
る
機
能
） 

揮
さ
せ
、
確
実
な
戦
力
と
し

て
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
組
織
を
支

援
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

是
非
、
女
性
従
業
員
の

方
々
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
！
・
・
・
。 
 旧インランド・デポの会員の「阿桜酒造

㈱」が５月 1 日付けで県南工業振興会の会
員となりました。 
 よろしくお願いいたします。 
 平成 14 年度振興会
名簿の内容等のご確認
をお願いいたします。 
また、HP に自社の

PR を載せていない企
業がありますので、是
非掲載して頂きたいの
で事務局までご連絡く 
ださい。よろしくお願
いいたします。 
 

議長を務める振興会会長
       
 

  
 

 

づな立しんし


